
宣 言 日 令和　3年　6月　30日

住 所 越谷市大泊430-1

県内企業等の名称 日本ファクター株式会社

代表者役職 氏名 代表取締役　近藤　正成

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

多様な働き方を推進する。

＜2021年度の数値＞
・女性の管理職人数：1名

＜2030年に向けた指標＞

2030年度　女性の管理職人数：4名

＜取組開始３年後に向けた指標＞

2024年度　女性の管理職人数：2名

再エネ電力の地産地消を実現させ、災害時
のエネルギー供給の安定化を図るために
蓄電システムの普及促進を行う。

＜2021年度の数値（見込）＞
・蓄電システム販売量：60台

＜2030年に向けた指標＞

2030年度　蓄電システム販売量：100台

＜取組開始３年後に向けた指標＞

2024年度　蓄電システム販売量：80台

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

2030年度　住宅用太陽光発電システム販売量：1,000ｋ
W

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

2024年度　住宅用太陽光発電システム販売量：700ｋW

太陽光発電システムの普及促進を行い、環
境負荷の低減を図る。

＜2021年度の数値（見込）＞
・住宅用太陽光発電システム販売量：500
ｋW

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

「私達は、常に感動を与え、与えられ感謝の念を持って日々成長していくことを目指します。そして、全
従業員の物心両面の幸福を追求すると同時に人類、社会の進歩発展に貢献すること。」という当社の
経営理念に基づき行動し、地域社会の発展に貢献する。この考え方は持続可能な開発目標（SDGｓ）と
同じ方向を目指すものであり、社員ひとりひとりが誠実に事業活動に取り組むことにより、ＳＤＧｓの達
成に貢献していく。

日本ファクター株式会社

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会


